
西
光
寺

西
光
寺

西
光
寺

西
光
寺
だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り 

 
 
 

 
 

 
 

第
七
〇
号 

平
成
二
八
年 

六
月
一
日
発
行    

    

●●●●
今
月
今
月
今
月
今
月
の
こ
と
ば

の
こ
と
ば

の
こ
と
ば

の
こ
と
ば
●●●● 

今
回
は
天
親
菩
薩
で
ご
ざ
い
ま
す
。
数
多
く
の
書
物
の
中
ご
自
身
の
宗
教
的
心
情
を
述

べ
ら
れ
た
書
物
『
無
量
寿
経
優
婆
提
舎
願
生
偈
』
（
＝
『
浄
土
論
』
ま
た
は
『
往
生
偈
』
）

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
『
無
量
寿
経
』
の
教
え
に
出
遭
わ
れ
、
阿
弥
陀
如
来
に
向
か
っ
て

一
心
に
帰
命
す
る
こ
と
に
よ
り
、
安
楽
浄
土
に
生
ま
れ
る
こ
と
を
願
う
べ
き
で
あ
る
こ
と
、

そ
し
て
そ
の
往
生
の
道
と
し
て
、
阿
弥
陀
如
来
へ
の
五
念
門

五
念
門

五
念
門

五
念
門
と
い
う
五
つ
の
方
法
を
順
次

お
さ
め
て
、
浄
土
に
往
生
し
、
悟
り
を
開
い
て
自
ら
が
仏
（
自
利
）
と
な
り
、
煩
悩
の
林

に
還
っ
て
一
切
の
衆
生
を
救
済
す
る
（
利
他
）
道
を
歩
む
べ
き
で
あ
る
と
教
え
て
下
さ
っ

て
い
ま
す
。 

〈
五
念
門

五
念
門

五
念
門

五
念
門
〉
①
身
に
阿
弥
陀
仏
を
礼
拝
し 

②
口
に
仏
名
を
称
え
阿
弥
陀
仏
の
功
徳
を
讃
え 

③
一
心
に
往
生
を
念
じ
て
心
を
乱
さ
ず 

④
阿
弥
陀
仏
・
菩
薩
・
浄
土
の
あ
り
さ
ま
を
思
い 

⑤
自
己
の
功
徳
を
衆
生
に
ふ
り
む
け
、
共
に
浄
土
往
生
を
願
う 

 
 

--------------------------------------------------------------------------------------------- 

天
親
菩
薩
造
論
説
・
・
天
親
菩
薩
は
『
浄
土
論
』
を
つ
く
っ
て
、
説
か
れ
た 

帰
命
無
碍
光
如
来
・
・
何
も
の
に
も
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
な
く
救
っ
て
下
さ
る
如
来
を
信
じ

て 

依
修
多
羅
顕
真
実
・
・
経
典
（
修
多
羅

修
多
羅

修
多
羅

修
多
羅
）
に
依
り
て
真
実
を
あ
ら
わ
し
て 

光
闡
横
超
大
誓
願
・
・
す
み
や
か
に
仏
に
な
る
法
（
横
超
大
誓
願

横
超
大
誓
願

横
超
大
誓
願

横
超
大
誓
願
）
を
広
く
説
か
れ
た 

広
由
本
願
力
回
向
・
・
広
大
な
阿
弥
陀
如
来
の
第
十
八
願
の
本
願
力
の
は
た
ら
き
に
よ
っ

て 

為
度
群
生
彰
一
心
・
・
群
生
（
衆
生
）
を
救
う
（
度
す
）
た
め
一
心
一
心
一
心
一
心
を
あ
き
ら
か
に
さ
れ

た 

帰
入
功
徳
大
宝
海
・
・
大
き
な
功
徳
の
宝
海
（
名
号
）
に
帰
入
（
信
ず
る
）
す
れ
ば 

必
獲
入
大
会
衆
数
・
・
必
ず
お
浄
土
の
大
会
衆
数

大
会
衆
数

大
会
衆
数

大
会
衆
数
の
仲
間
に
入
り 

得
至
蓮
華
蔵
世
界
・
・
命
終
と
と
も
に
阿
弥
陀
如
来
の
お
浄
土
（
蓮
華
蔵
世
界

蓮
華
蔵
世
界

蓮
華
蔵
世
界

蓮
華
蔵
世
界
）
に
生
ま

れ
て 

即
証
真
如
法
性
身
・
・
お
浄
土
で
た
だ
ち
に
阿
弥
陀
如
来
と
同
じ
仏
（
真
如
法
性
身
）
と

な
り 

遊
煩
悩
林
現
神
通
・
・
煩
悩
の
盛
ん
な
世
界
に
遊遊遊遊
ん
で
神
通
力
（
人
間
を
超
え
た
不
思
議

な
は
た
ら
き
）
を
あ
ら
わ
し 

入
生
死
園
示
応
化
・
・
迷迷迷迷
い
の
い
の
い
の
い
の
世
界
世
界
世
界
世
界
に
か
え
っ
て

に
か
え
っ
て

に
か
え
っ
て

に
か
え
っ
て
衆
生
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
と
示
さ
れ

た 

（
法
蔵
館
正
信
偈
も
の
知
り
帳
・
レ
ッ
ツ
正
信
偈
参
考
） 

--------------------------------------------------------------------------------------------- 

【
解 

説
】    

●●●●
修
多
羅

修
多
羅

修
多
羅

修
多
羅
・
・
・
・
・
・
・
・
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
「
ス
ー
ト
ラ
」
と
い
い
、
「
お
経
」
と
い
う
意
味
。 

●●●●
横
超
大
誓
願

横
超
大
誓
願

横
超
大
誓
願

横
超
大
誓
願
・
・
・
・
・
・
・
・
他
力
の
す
ぐ
れ
た
誓
願
。    

●●●●
一
心
一
心
一
心
一
心
・
・
・
・
・
・
・
・
二
心
な
く
疑
い
が
な
い
と
い
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
他
力
の
信
心
。    

●●●●
大
会
衆
数

大
会
衆
数

大
会
衆
数

大
会
衆
数
・
・
・
・
・
・
・
・
菩
薩    

●●●●
蓮
華
蔵
世
界

蓮
華
蔵
世
界

蓮
華
蔵
世
界

蓮
華
蔵
世
界
・
・
・
・
・
・
・
・
阿
弥
陀
仏
の
極
楽
浄
土
。
普
通
、
蓮
華
蔵
世
界
と
い
え
ば
、『
華
厳
経
』

や
『
梵
網
経
』
に
説
か
れ
る
毘
盧
遮
那
仏
（
東
大
寺
の
大
仏
）
の
浄
土
で
す
が
、『
浄
土
論
』

の
蓮
華
蔵
世
界
は
阿
弥
陀
仏
を
い
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
蓮
華
か
ら
出
生
し
た
世
界
で
あ
り
、

蓮
華
が
泥
沼
に
咲
き
な
が
ら
泥
に
染
ま
ら
な
い
よ
う
に
、
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
は
衆
生
の
煩

悩
に
汚
れ
な
い
清
浄
円
満
な
世
界
で
あ
る
か
ら
で
す
。 

●●●●
遊遊遊遊
・
・
・
・
・
・
・
・
遊
戯
の
意
味
で
、
衆
生
を
救
う
こ
と
が
自
由
自
在
に
で
き
る
と
い
う
意
味
と
、

救
っ
て
も
救
っ
て
や
っ
た
と
執
着
し
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
の
だ
そ
う
で
す
。    

●●●●
迷迷迷迷
い
の
い
の
い
の
い
の
世
界
世
界
世
界
世
界
に
か
え
っ
て

に
か
え
っ
て

に
か
え
っ
て

に
か
え
っ
て
・
・
・
・
・
・
・
・
浄
土
真
宗
の
教
義
に
も
あ
る
語
文
で
あ
り
ま
す
。
迷
い

の
世
界
に
か
え
る
と
聞
く
と
何
か
霊
的
な
事
を
想
像
す
る
人
が
多
く
お
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
が
、
そ
う
で
は
な
く
浄
土
に
往
生
し
た
も
の
は
、
か
な
ら
ず
こ
の
世
界
に
還
り
来
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
ご
縁
を
通
し
て
人
々
に
仏
法
を
す
す
め
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 



                            

◆◆◆◆
先
月
先
月
先
月
先
月
のののの
報
告
報
告
報
告
報
告
◆◆◆◆    

こ
の
度
、
ご
門
徒
の
木
村
威
英
様
が
五
月
二
十
七
日
（
金
）
～
三
〇
日
（
月
）
の
三
泊

四
日
の
日
程
で
京
都
本
願
寺
・
聞
法
会
館
で
、
平
成
二
八
年
度
第
二
四
七
回
門
徒
推
進
員

中
央
教
修
を
受
け
て
こ
ら
れ
、
晴
れ
て
「
門
徒
推
進
員
」
と
な
ら
れ
ま
し
た
。 

茨
木
東
組
連
続
研
修
会
を
経
て
受
け
る
事
が
で
き
る
門
徒
推
進
員
。
自
他
共
に
心
豊
か

に
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
「
御
同
朋
の
社
会
」
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、
門
徒
と
し
て
僧
侶

と
と
も
に
宗
門
の
「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」（
実
践
運
動
）
に
と
り
く
む
強
力
な

推
進
者
の
養
成
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

全
国
の
同
じ
教
え
を
い
た
だ
く
ご
門
徒
さ
ん
と
一
緒
に
様
々
な
テ
ー
マ
を
も
と
に
話
し

合
い
法
座
（
法
に
問
い
、
法
を
聞
き
、
法
を
語
る
場
）
を
行
い
な
が
ら
交
流
を
深
め
ら
れ

ま
し
た
。 

そ
し
て
そ
の
期
間
中
に
帰
敬
式
を
受
け
ら
れ
法
名
を
頂
か
れ
ま
し
た
。
本
願
寺
御
影
堂

の
凛
と
は
り
つ
め
た
空
気
感
を
感
じ
な
が
ら
、
一
生
に
一
度
の
ご
縁
を
経
験
さ
れ
ま
し
た
。 

私
ど
も
西
光
寺
に
と
り
ま
し
て
も
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

中
央
教
習
を
無
事
に
終
え
ら
れ
ご
自
宅
に
帰
ら
れ
る
際
、
お
寺
に
寄
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
て
「
大
変
貴
重
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
て
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
」
と
お
っ
し

ゃ
っ
て
お
ら
れ
る
お
顔
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
そ
の
お
言
葉
を
聞
い
て
わ
た
く
し
も

胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
思
い
で
あ
り
ま
し
た
。 

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
、
そ
し
て
本
当
に
お
疲
れ
様
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

合 

掌 

 
 

 
 

 
 

 

◆◆◆◆
六六六六
・・・・
七七七七
月月月月
のののの
行
事
行
事
行
事
行
事
◆◆◆◆    

・
六 

月 
 

八
日
（
火
）
～
九
（
水
） 

茨
木
東
組
聖
跡
巡
拝

茨
木
東
組
聖
跡
巡
拝

茨
木
東
組
聖
跡
巡
拝

茨
木
東
組
聖
跡
巡
拝
バ
ス
ツ
ア
ー

バ
ス
ツ
ア
ー

バ
ス
ツ
ア
ー

バ
ス
ツ
ア
ー    

兵
庫
・
淡
路
島
方
面 

 

・
六 

月 

十
五
日
（
水
） 

 

茨
木
東
組
総
代
会
総
会

茨
木
東
組
総
代
会
総
会

茨
木
東
組
総
代
会
総
会

茨
木
東
組
総
代
会
総
会    

午
後
二
時
～
三
時
半 

常
稱
寺    

 

浄
土
真
宗
本
願
寺
派

浄
土
真
宗
本
願
寺
派

浄
土
真
宗
本
願
寺
派

浄
土
真
宗
本
願
寺
派    

白
毫
山

白
毫
山

白
毫
山

白
毫
山    

西
光
寺

西
光
寺

西
光
寺

西
光
寺    

大
阪
府
茨
木
市
西
河
原
一
―
七
―
二 

 
 
  

電
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二
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二
―
四
七
九
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代表で参加者の法名を受け取られました 


